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今年 1 年 全力を尽くした皆さんへ 
                                                                    校 長  梶原  大 

 １２月２４日(水)、終業式を迎え、長かった２学期が幕を閉じました。生徒の皆さん、通知表を手にし

てどんな思いを抱いたでしょうか？結果に一喜一憂する気持ちもあるでしょう。しかし、何よりも、この

長い学期を乗り越えた誇りと自信に満ちていることと思います。そうです、皆さんは本当に頑張りまし

た。 

学校祭や様々な行事、部活動等の放課後の活動、そして毎日の授業――その一つひとつに、皆さんの挑

戦と成長がありました。うまくいかないこともあったでしょう。でも、その度に仲間と支え合い、前に進

む姿を見て、私は何度も胸が熱くなりました。皆さんが積み重ねた時間は、決して消えることのない宝物

になるはずです。 

 私は、いつも皆さんに二つのことをお願いしてきました。「全力を尽くせ！」と「自分を大切に」です。

この二つは、どちらが欠けてもいけません。全力を尽くすことは、自分の可能性を広げることです。結果

がどうであれ、全力で取り組んだ経験は必ずあなたを強くします。しかし、頑張りすぎて心や体を壊して

しまっては意味がありません。だからこそ、自分を大切にすることが必要なのです。休むこと、助けを求

めること、笑顔でいること――それも立派な努力です。どうか、この二つを忘れないでください。 

 冬休みは、心と体を休める大切な時間です。しかし、休みは「次の挑戦への準備期間」でもあります。

生活のリズムを整え、読書や家庭学習、普段できない活動等に取り組みながら、自分の未来を思い描いて

ください。北海道の冬は厳しく、吹雪や凍結など危険も伴いますが、ウィンタースポーツに親しむことが

できますので、どうか安全に気をつけ、ご家族とあたたかな時間を過ごしてほしいです。 

 そして、１月１５日(木)に３学期の始業式を迎えます。登校日数は１・２年生が４６日間、３年生が 

４０日間――短い学期ですが、ここには大きな意味があります。 

３年生はいよいよ中学校生活の集大成で、進路の目標実現に向かって突き進む最後の時間です。仲間と

過ごす一日一日も、どうか大切にしてください。迷うこともあるでしょう。でも、最後までやり抜く勇気

を持ってください。努力は必ずあなたがたを守ってくれます。 

１・２年生の皆さん、次の学年への準備をしっかり進めてほしいです。今の努力が、未来の自分をつく

ります。小さな目標でも構いません。「昨日より今日、今日より明日、少しだけ前へ」。その積み重ねが、

未来を変えてくれます。 

 「一年の計は元旦にあり」。新しい年は、新しい自分をつくるチャンスです。皆さんの努力を、私たち先

生方は全力で応援します。どうか、自分を信じてください。仲間を信じてください。そして、未来を信じ

て２０２６年も突き進んでください。 

 最後に、保護者の皆様へ。２学期も本校の教育活動に温かなご理解とご協力をいただき、心より感謝申

し上げます。どうぞご家族で穏やかな年末年始をお過ごしください。そして、新しい年が皆様にとって希

望に満ちたものとなりますよう、心よりお祈り申し上げます。 




